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教科（科目の種類）    学科名  学  年  単  位   履  修  期  間  

()内に 選択教 科等 の場合 記入 する  

国   語  

  普通科   ２  年  ２単位   通年  ・  ２カ年  

科  目  名  古典探究  

 

目 
 

標 

①生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国

の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができるようにする。  

②論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典など

を通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う力を高め，

自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。  

③言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典に親しみ自己を

向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社

会に関わろうとする態度を養う。  

概 

要 

古典を主体的に読み深めることを通して，伝統と文化の基盤としての古典の重要性を理解

し，自分と自分を取り巻く社会にとっての古典の意義や価値について探究する資質・能力を，

様々な言語活動を通して身につける。  

評 

価 

の 

観 

点 

 「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点

を、「定期考査」「グループ活動・発表・授業の取り組み・ R80 等」「レポート等」

「週テスト」などで総合的に評価する。各観点の評価対象は、以下の通りである。  

 

「知識・技能」…「定期考査」「レポート等」「週テスト」  

「思考・判断・表現」…「定期考査」「グループ活動・発表・授業の取り組み等」  

「レポート等」  

「主体的に学習に取り組む態度」…「グループ活動・発表・授業の取り組み等」  

授 
業 

展 

開 

 普通科６クラスにおいて、１組（発展クラス）は単独で授業を行い，２～６組ま

でを２クラスごとに３展開（３，４組、５，６組を３展開、２組を２展開）とし，

「習熟度」ごとに授業を行う。  

 

教 

材 

教科書：「高等学校  古典探究」数研出版  

副教材：「解析古典文法三訂版」桐原書店，「解析古典文法三訂版演習ノート」，

「わかる・読める・解ける key＆ point 古文単語 330」いいずな書店  

「新訂版  最新国語便覧」浜島書店，「精選漢文」尚文出版  

授
業
方
法
・
形
態 

①「問い」に対する自らの考えと、他者の考えを比較する活動等を通して思考を深

める。  

②タブレット端末を活用したプレゼンテーション作成等の活動を通して伝え合う力

を高める。  

③授業は「年間計画」に沿って行い、適宜課題や定期考査等により学習内容の定着

を図る。  


